
１．黒潮は、犬吠埼の南南東４０マイル付近を東北東に流れ、

３５°３０′Ｎ １４２°００′Ｅ付近より北北東に向きを変え、

３７°３０′Ｎ １４２°３０′Ｅ付近を流去している。

２．本県沿岸域は、１４～１９℃台の水温となっている。

７-No.９

令和７年 ５月２３日～ ５月２９日

令和６年 ５月２４日～ ５月３０日
３５゚

１４２゜１４１゜ ３０′３０′

３６゜

３０′

３０′

３０′

３７゜

５０ １００ １５０ ２００ ５００ 水深１，０００ｍ

１０ ２０ ３０ ４０マイル

３０′

請戸

富岡

四倉

塩屋埼

大津

川尻

久慈

磯崎

大洗

汲上

鹿島

犬吠埼

太
東
埼

年
日

平均

那珂湊定地水温（℃）

令 令 平年

茨 城 県 水 産 試 験 場

漁 業 無 線 局

http://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/nourinsuisan/suishi/index.html

【海況図】【海況図】

【海況図説明】

３０年平均: １９９１～２０２０年
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令和７年 ５月２３日～ ５月２９日

【１週間合成衛星画像】
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魚  種 漁　法 組合名 水揚量 ㎏ 平均単価 水揚金額 円 延隻数

シラス 船 曳 網 大　　津 3,450 743 2,561,620 38
〃 久慈浜丸小 9 350 3,150
〃 久 慈 町 254 443 112,550 2
〃 大 洗 町 671 597 400,583 12
〃 は　さ　き 1,307 803 1,049,226 11

ヒラメ 小底５t以上 平　　潟 132 556 73,544
〃 大　　津 77 754 57,750
〃 那 珂 湊 832 648 539,180

固定式刺網 会　　瀬 4 1,030 3,708
〃 久 慈 町 23 485 11,245

その他釣り 平　　潟 15 1,086 16,175
〃 大　　津 19 1,000 18,900
〃 那 珂 湊 31 802 24,455

大型定置網 会　　瀬 290 683 197,892
マコガレイ 小底５t以上 平　　潟 2 480 960

タイ類 小底５t以上 平　　潟 24 230 5,473
〃 那 珂 湊 2,142 272 582,635

固定式刺網 会　　瀬 2 1,880 4,136
その他釣り 平　　潟 33 570 19,054

〃 那 珂 湊 4 750 3,225
大型定置網 会　　瀬 1,563 572 894,011

スズキ 小底５t以上 平　　潟 5 526 2,788
〃 那 珂 湊 6 628 3,580

大型定置網 会　　瀬 8 1,392 11,691
アナゴ 小底５t以上 平　　潟 281 638 179,140

〃 大　　津 178 972 172,940
〃 久 慈 町 93 435 40,400

アンコウ 小底５t以上 平　　潟 765 216 165,237
〃 大　　津 321 335 107,559
〃 久 慈 町 377 209 78,840
〃 那 珂 湊 736 134 98,555

大型定置網 会　　瀬 28 290 7,960
ホウボウ 小底５t以上 平　　潟 139 903 125,791

〃 那 珂 湊 218 501 109,229
その他釣り 〃 1 700 700
大型定置網 会　　瀬 14 574 8,210

フグ類 小底５t以上 那 珂 湊 8 513 4,050
大型定置網 会　　瀬 2 100 200

サワラ 大型定置網 会　　瀬 4 1,580 6,162
イセエビ 固定式刺網 大　　津 6 5,000 30,000

〃 会　　瀬 58 4,954 286,850
その他漁業 那 珂 湊 46 5,862 268,460

ヒラツメガニ 小底５t以上 那 珂 湊 10 619 6,125
スルメイカ 小底５t以上 平　　潟 115 130 14,910

〃 大　　津 (1) 2,500 (山売)     2,500
〃 久 慈 町 67 309 20,600

ヤリイカ 小底５t以上 平　　潟 75 741 55,590
〃 大　　津 2 1,450 2,900
〃 久 慈 町 6 600 3,300
〃 那 珂 湊 14 1,702 23,320

マダコ 小底５t以上 平　　潟 13 737 9,434
〃 那 珂 湊 11 975 11,020

大型定置網 会　　瀬 4 1,610 6,762
マアジ 小底５t以上 平　　潟 1,168 63 73,283

〃 久 慈 町 138 100 13,750
〃 那 珂 湊 775 167 129,549

その他釣り 平　　潟 2 351 807
大型定置網 会　　瀬 4,234 250 1,058,884

サバ 小底５t以上 大　　津 (86) 2,890 (山売)   248,500
〃 久 慈 町 800 48 38,146
〃 那 珂 湊 2 123 270

大型定置網 会　　瀬 6,164 108 665,305
ブリ類 小底５t以上 那 珂 湊 117 339 39,711

その他釣り 平　　潟 3 120 360
〃 久 慈 町 3 100 280
〃 那 珂 湊 30 401 12,035

大型定置網 会　　瀬 1,928 267 515,534
マイワシ ま き 網 は　さ　き 621,774 31 19,145,606

注　延隻数:銘柄別隻数　大津の水揚の一部は水揚げ量・平均円共に「山売」を含む

茨城県水産試験場漁業無線局

漁 況 の 特 徴

属地、単位＝四捨五入 5/22～5/28

７－№ ９

◎ まき網
（漁獲は１投網当り）

マイワシ・・・鹿島の東南東１５マイル付

近から犬吠埼の東北東１０マ

イル付近で２０～１９０トン、

良い船で２３０トン(１ヶ統)

の漁獲。

イナダ・・・・犬吠埼の北東１０マイル付

近で１４～３６トンの漁獲。

◎ 小型船
（漁獲は１隻当り）

◇船 曳 網

シラス・・・・大津地先から高戸地先で８～

６０２㎏、日立地先で９４～

１６０㎏、大竹地先から鹿島地

先で５２～４４３㎏、波崎地先

で２０～４８４㎏の漁獲。

カエリ・・・・大津地先から高戸地先で１９

～７５㎏の漁獲。

◇曳 釣 り

平潟地先でヒラメ２～３㎏、久慈浜地先か

ら那珂湊地先でヒラメ１～２㎏、イナダ１～

５㎏、ヒラマサ２～５㎏、マゴチ１㎏前後、

の漁獲。スズキ２～３㎏、アイナメ１㎏前後



 

次号予告：R 6.6.7の「水産の窓」は「海洋観測結果」を予定しています。 
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茨城県水産試験場 

春シラス漁の漁況経過と見通し 

（１）春シラス漁（2～7月）の漁況経過 

今年は 2 月に 1.7 トン、3 月は 0.7 キロと漁期始めは低調で推

移しましたが、4月中旬から漁獲量が増加し、4月は 51トン、5月

は 27日までの速報値で 198トンとなっています(図 1)。 

また、シラスの種組成は、漁期はじめ（２月）はカタクチイワシ

主体となったのち、４月～５月上旬はマシラス主体で推移しまし

たが、5月中旬からは再びカタクチシラスの割合が増加してきてい

ます。 

 

（２）今後の見通し 

本県の 6月と 7月のシラス漁獲量は、水温が高くなるほど増加す

る傾向にあります（図 2）。 

現在、沿岸に北方から冷水が差し込んでいますが、黒潮続流の北

偏傾向は継続しており、本県沖は引き続き黒潮からの暖水波及の影

響を受けると考えられる（図 3）ことから、6月の本県沖の水温は「平

年並～やや高め」で推移すると考えられます。 

また、調査船「せんかい」による沿岸部におけるカタクチイワシ卵

の調査では、4月に多くの卵が確認されたのち、5月にはさらに増加

して極めて多くの卵が確認されています（図 4）。4月に確認された

卵は 6月上旬頃から、5月に確認された卵は 6月下旬頃から 7月上旬

頃に新規群として加入すると考えられ、6月からはシラス漁獲量の増

加が期待されます。 

一方、「いばらき丸」による海洋観測調査では、カタクチイワシの

他にマイワシの卵仔魚も多く確認されたことから、今後漁獲物にマ

シラスが混じると想定されます。 

 

（３）まとめ 

今年の春シラス漁は、漁期はじめには低調で

推移したものの、黒潮続流の北偏傾向や暖水波

及の影響により 6月の本県沖の水温は「平年並

～やや高め」となる見込みであるほか、4月、5

月に多くのカタクチイワシ卵の供給が確認さ

れていることなどから、6 月から漁獲量が増加

することが期待されます。春シラス漁（2～7月）

の漁獲水準は「中漁」（330～1,640トン）にな

ると予測されますが、卵の供給、水温等シラス

にとって好適な条件が整っていることから「好漁」

に近い水準になると考えられます。 

（回遊性資源部 長谷川 拓哉） 

    

図4 「せんかい」卵調査結果 

 

図3 6月中旬の予想海面水温図 

※気象庁「海洋の健康診断表」を加工して作成 


